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問題と目的 

近年，ソーシャルスキルは学校教育現場で多く実

践されるようになり，高等学校でも実践されるに

なってきた（原田・渡辺，2011 ら）。生徒の対人

関係トラブルを解決することを目的とするだけで

なく，社会に出る準備として進路教育の一環とし

て，またネットいじめの予防など幅広い視点から

コミュニケーション力向上が目指されている。一

方，学校教育において学校教育課程における授業

のどの時間で実施するかといった体系化，校内支

援体制の整備といった定着に向けた実践上に課題

が残る。これについては，リスク要因の低減だけ

でなく社会的コンピテンスの向上を目指した包括

的な介入を目的とする学校危機予防教育のＰＢＩ

Ｓ（Positive Behavioral Interventions and Supports）

における「個別だけでなく最適な学校環境そのも

のの健全性の確立」を創成していくという視点が

参考となる（渡辺，2014）。つまり，SST を実践す

る時，学校教育環境を整え，他教科等と体系的な

枠組みの中で教育目標に向けて SSTが導入される

必要があるといえよう。そこで本研究では，学校

教育課程の中に SST を位置づけ，全クラスを対象

とした SST を実施し，その効果を検証する。 

方法 

（1）対象者：公立高校 1 年生 8 学級 326 名のう

ち欠損値を除く有効回答 220 名。（2）測定尺度：

ソーシャルスキル自己評定尺度（相川・藤田,2005），

自尊心尺度（星野,1970），共感的感情反応尺度（櫻

井他,2011）。（3）SST 手続きと内容：授業者は教

師（8 名）と心理学専攻，あるいは教職課程の学

生 TA(6 名），教師による TA（2 名）。1・5 回目は

第一筆者が全クラスを対象に実施した。（4）実施

授業；特別活動における LHR の道徳を学ぶ時間（5

時間）に実施。（5）実施期間と授業年間計画；2013

年 10 月中旬から 12 月上旬。総合学習，特別活動，

道徳の年間計画において社会性をキーワードとし、

1 学期は対人関係が学校生活等に影響することを

重視した内容，2 学期は共感性の視点から対人関

係を捉える内容と SST の実施，3 学期はいじめを

中心とした内容と同時に，情報の授業で情報リテ

ラシーを学ばせ，ネットいじめと並行で学ばせた。

ターゲットスキル；ソーシャルスキルとは，考え

と気持ちを伝えるⅠ・Ⅱ（コミュニケーションと

は・聴く）・感情のコントロール・共感する。授

業構成；原田・渡辺（2011），原田（2013）の指

導案に基づき，プログラムを修正して作成した。 

結果と考察 

各尺度の各因子別における実践時期についてｔ検

定を行った結果を表 1 に示す。主張性，自尊心は

向上したが，共感性は変化が見られなかった。感

情教育は注目を浴びているが，効果測定について

は検討の余地があると考えられる一方，教員や生

徒の多くからは道徳の授業として行った SST に対

して「1 学期からの実施希望」等，肯定的な意見

が挙げられた。今後は，学校環境に注目する観点

から学校が所要するデータが SST の導入によりど

う変化するかも詳細に検討することが課題である。 

 
本研究は，平成 25 年度科学研究費助成事業学術研究助成基金助
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Pre Post

　 （n ＝222） （n ＝222 ） ｔ 値

関係開始 19.70 19.20 2.41
*

4.52 4.64

解読 21.40 21.90 2.68
＊

4.22 3.66

主張性 17.20 17.70 2.40
＊

3.61 3.44

感情統制 10.00 9.80 1.17

2.58 2.60

関係維持 11.30 11.40 1.33

1.86 1.73

記号化 10.40 10.60 1.44

2.41 2.15

自尊心 31.50 32.20 2.43
*

3.45 3.45

ポジティブ感情への 37.40 37.90 1.31

共感 7.95 7.64

ネガティブ感情への 16.30 16.40 0.24

共感 4.44 4.02

ネガティブ感情への 18.40 18.20 0.93

同情 3.81 4.07

表1 　ソーシャルスキル自己評定尺度と自尊心尺度,共感性感情

　　反応尺度の平均値と標準偏差および変化量におけるt検定結果

変化量

下段は標準偏差，
＊ｐ＜.05, ＊＊ｐ＜.01
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